
　新年おめでとうございます．「一年の計は元旦にあり」と言われますが，読者の皆様の
今年の目標はいかがでしょうか．
　さて新春号の特集は「地域リハビリテーションにおける理学療法」です．在院日数が短
縮されるなか，地域リハビリテーションの核となる介護老人保健施設の理学療法アプロー
チが質的にも量的にもますます重要度を増しており，その理学療法の効果を具体的に提示
することが求められています．ここでポイントとなるのは，理学療法の効果をどのように
捉えるか，ということです．効果を身体運動機能や ADL 能力の変化で捉えるのか，心理
行動学的な視点で捉えるのか，介護量的な変化で捉えるのか，など様々ですが，究極的に
は尊厳のある生活をいかに支援できるかではないでしょうか．
　その点では，介護保険下の諸施設や在宅において高齢者の 24 時間の生活行動を日々支
えている介護職の方々との連携は重要です．しかしながら介護職の労働条件は厳しく離職
率も高くなっており，このため質の高い介護と理学療法の協働による相乗効果を生み出す
ことが難しくなってきています．国は介護職の人材不足への対策の 1 つとして，自由貿易
協定に則ってフィリピンからの人材の導入をはじめるようですが，もし安価な人材として
求めているとすれば残念です．このような介護職の現状について理学療法士はもっと関心
をもち，改革を促す姿勢をもつことが必要だと思います．
　介護老人保健施設における「短期集中リハビリテーション」については山本氏から，
「ショートステイ」については小笠原氏から，「訪問リハビリテーション」については西田
氏から，「介護予防事業」については中村氏から，それぞれの制度的な経緯，理学療法の
具体的な取り組みと効果，課題について解説していただきました．また小島氏からは「地
域包括支援センター」での理学療法士の役割と課題について具体的に解説していただきま
した．日々の実践を基に執筆されているため，各論文とも読み応えのある内容となってい
ます．
　さて，入門講座「運動療法の基本中の基本」が 6 回シリーズで，そして講座「摂食・嚥
下障害」が 4 回シリーズで新たにスタートします．基本的な理論と技術をしっかりと身に
つけることが，効果的で応用的な理学療法アプローチを構築することになります．乞うご
期待ください．
　また，新春号にふさわしく原著論文を掲載することができました．今年も昨年に引き続
いて皆様からの投稿論文をお待ちしています．
　最後になりましたが赤羽氏の「とびら」では，「互いを尊重する」というひた向きな臨
床活動の大切さを述べられております．その積み重ねが信頼されるプロフェッションにつ
ながると思います．また本号から書家である亀井法悦氏の書が「とびら」に連載されます
ので，書の語らいと「とびら」の内容とを重ねあわせて読みとっていただければと思いま
す．

（鶴見隆正）
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